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シ
ュ
バ
リ
エ
学
園
の
ホ
ー
ル

　
ア
ト
ス
を
は
じ
め
と
す
る
銃
士
隊
の
活
躍
で

　
学
園
を
騒
が
せ
て
い
た
悪
魔
騒
動
は
一
件
落
着
し
た
。

　
そ
し
て
、
呪
い
を
解
か
れ
人
間
に
戻
っ
た
銃
士
隊
は
、

　
生
徒
を
守
っ
た
英
雄
と
し
て
讃
え
ら
れ
、

　
こ
れ
ま
で
通
り
の
学
園
生
活
を
送
っ
た
。

―
―

事
件
解
決
か
ら
半
年
後
の
春
。
卒
業
式
。

ロ
シ
ナ
ン
テ
　「
続
き
ま
し
て
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
の
答
辞
を

　
　
　
　
　
　  

銃
士
隊
隊
長
、
ア
ト
ス
君
、
お
願
い
し
ま
す
。」

ア
ト
ス
　
　
　「
は
い
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
（
今
日
は
と
う
と
う
卒
業
式…
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ア
ト
ス
さ
ん
と
ア
ラ
ミ
ス
さ
ん
が
卒
業
す
る…

…
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ア
ト
ス
　
　
　「
本
日
は
多
数
の
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

　
　
　
　
　
　  

シ
ュ
バ
リ
エ
学
園
、
卒
業
証
書
授
与
式
を
挙
行
し
て
い
た
だ
き

　
　
　
　
　
　  

卒
業
生
一
同
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン（…
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冬
休
み
の
間
に
学
園
の
補
修
工
事
も
終
わ
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て
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て
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。
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ダ
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、
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え
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！
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と
ボ
ナ
シ
ュ
ー
！

　
　
　
　
　
　  

急
に
ダ
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ア
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に
す
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よ
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！
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が
迷
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ょ
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ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
「
し
ー
っ
。

　
　
　
　
　
　  

皆
が
見
て
る
よ
。」

プ
ラ
ン
シ
ェ
　（
は
っ…

…

！
）

ボ
ナ
シ
ュ
ー
　（
は
っ…

…

！
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ロ
シ
ナ
ン
テ
　「
で
は
続
き
ま
し
て
、
シ
ュ
バ
リ
エ
学
園
銃
士
隊

　
　
　
　
　
　  

引
き
継
ぎ
式
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　  

次
年
度
の
銃
士
隊
隊
長
ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
さ
ん
。
前
へ
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ダ
ル
タ
ニ
ア
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「
は
い
。」
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ダ
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隊
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の
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…
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…
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で
ア
ト
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顔
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見
る
の
も
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で
最
後
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ル
タ
ニ
ア
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が
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テ
ー
ジ
に
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く
。
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。
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。
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ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
「
誓
い
ま
す
。」

ア
ト
ス
　
　
　「
学
園
と
生
徒
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
る
と
同
時
に
、

　
　
　
　
　
　  

騎
士
道
精
神
の
も
と
、
自
分
自
身
を
も
大
切
に
す
る
と
誓
う
か
。」

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
「
は
い
。
誓
い
ま
す
。」
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ト
ス
　
　
　「
よ
し
。
で
は
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私
、
ア
ト
ス
は
、
只
今
よ
り
ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
に

　
　
　
　
　
　  

シ
ュ
バ
リ
エ
学
園
銃
士
隊
隊
長
の
任
を
譲
り
渡
し
ま
す
。」

ダ
ル
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ア
ン
「
私
、
ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
。

　
　
　
　
　
　  

謹
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で
そ
の
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を
お
受
け
致
し
ま
す
。」
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剣
を
合
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せ
る
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が
ホ
ー
ル
に
響
く
。

ア
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一
人
は
皆
の
た
め
に
。」

ダ
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ア
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「
皆
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一
人
の
た
め
に
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拍
手
。
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銃
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隊
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ダ
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ニ
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。
頼
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は
い
！
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。
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と
あ
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な
に
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つ
め
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ち
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て
、
も
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…
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輩
〜
！
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―
―

夕
暮
れ
の
砂
浜
。

ダ
ル
タ
ニ
ア
ン
「…
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ア
ト
ス
さ
ん
。

　
　
　
　
　
　  

明
日
の
引
き
潮
で
こ
の
島
を
去
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。」

ア
ト
ス
　
　
　「
寂
し
い
か
？
」

ダ
ル
タ
ニ
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ン
「
と
、
当
然
で
す
。

　
　
　
　
　
　  …

…
生
徒
会
室
に
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て
も

　
　
　
　
　
　  

も
う
ア
ト
ス
さ
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が
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ん
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会
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。
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で
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で
も
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